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§１．研究開発実施体制 

 

（１）研究開発代表者グループ（東京理科大学） 

① 研究開発代表者：宮下 令央 （東京理科大学 総合研究院・准教授） 

② 研究項目 

・３次元形状情報と画像情報のワンショット同時高速計測手法の設計 

・多重露光を用いた高速スピン計測手法の開発 

・高速度と高解像度を両立する階層化トラッキングシステムの構築 

・高速３次元計測を利用したロボットアームのフィードバック制御 

・高速走行中の車載カメラ画像を利用した３次元的検査の原理検証 

 

（２）共同研究グループ A（広島大学） 

① 研究開発代表者：石井 抱 （広島大学 大学院 先進理工系科学研究科・教授） 

② 研究項目 

・AIを用いた高速・低遅延認識アルゴリズム 

・低遅延 AI ステレオカメラを用いた対象追跡 

・ToFカメラとステレオ連動した高速ボリュメトリック撮影 

 

（３）共同研究グループ B（宇都宮大学） 

① 研究開発代表者：山本 裕紹 （宇都宮大学 工学部・教授） 

② 研究項目 

・赤外線を用いた空中ヒーター光学系のシミュレーションと設計検討 

・立体映像を空中に提示するための 3D空中表示光学系の構築 

・顔画像の空中表示による回転錯視とデジタルコスメ応用の原理実証 

 

（４）共同研究グループ C（群馬大学） 

① 研究開発代表者：奥 寛雅 （群馬大学 情報学部・教授） 

② 研究項目 

・高速駆動光学顕微鏡初期試作の設計 

・機械学習モデルの高速推論に基づくトラッキングアルゴリズムの開発 

 

（５）共同研究グループ D（東京科学大学） 

① 研究開発代表者：渡辺 義浩 （東京科学大学 工学院 情報通信系・准教授） 

② 研究項目 

・高速 3次元計測モジュールの高精度化 

・高速 3次元計測モジュールの高解像度化 
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・視覚情報を構成する要素の分離計測 

・視覚情報を構成する要素の計測と 3次元計測の統合 

 

 

§２．研究開発成果の概要 

研究代表者グループでは、多次元デジタルツインの構築に向けて、対象の３次元形状情報と画

像情報を単一のカメラで同時に高速計測する手法を設計した。高速ビジョンでも計測が困難な超

高速の回転運動に対しては、符号化した多重露光を利用した計測手法を確立した。また、複数の

計測システムを協調的に動作させ、高速運動に対する頑健なトラッキングと高解像度での計測を

両立する階層化トラッキングのフレームワークを構築した。これら計測システムの具体的な産業応

用に向けて、３次元情報に基づくロボットアームのフィードバック制御と走行車からの検査タスクの

原理検証を行った。 

共同研究グループAでは、低遅延化した AI認識アルゴリズムを組み込んだ高速ステレオカメラ

の開発に着手し、超高速ミラーと連動して複数人物の顔をリアルタイムに追跡・撮影するとともに、

ToF カメラと連動したステレオ撮影により、振動マシン上での人のバランス動作を高精度に 3D 可

視化する高速ボリュメトリック撮影を実現した。 

共同研究グループ B では、再帰反射による空中結像技術を応用し、顔へのデジタルメイク投影

や回転錯視による 3D顔像提示、赤外線輻射による温度感覚提示の原理実証を行い、没入型・多

感覚対応の投写型ディスプレイ構造を設計した。 

共同研究グループ C では、生命科学や医療への応用を目指した高速駆動光学顕微鏡を実現

するために、(1) ライトフィールドに基づく光学系の設計を行い、その中の基本的な要素を抽出し

た実験用試作機を設計するとともに、(2)対象の高速画像認識を実現する機械学習モデルの高速

推論手法を構築した。 

共同研究グループ D では、時系列の複数画像を用いた 3 次元計測において、運動物体の高

精度な計測が困難であった問題に対し、ニューラルインバースレンダリングを用いて、物体の運動

と 3次元形状を同時に推定することで、同問題を克服する 3次元計測を実現する新たな手法を設

計した。 
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